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概要
powerdotは、手早く簡単にプロの仕事のような出来映えのプレゼンテーショ

ンを作成するための LATEXのクラスファイルです。powerdotは、発表者を手助
けし、プレゼンテーションの出来を向上させるための豊富な機能を備えていま
す。例えば、重ね合わせの自動化や発表用メモ、そして資料印刷モードなどで
す。プレゼンテーションにはDVI, PS, PDFの各フォーマットへ出力して使用で
きます。強力なテンプレート機能がありますので、新たなスタイルを作成する
ことも簡単です。また、LYX用のレイアウトファイルも配布しています。
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1 イントロダクション
このクラスファイルは、プロの仕事のような出来映えのスライドを、簡単に作るこ

とのできる可能性をあなたに提供します。このクラスは、スライド作成にかかる手
間をできるだけ削減し、プレゼンテーションで伝えたい内容を練ることだけに集中
できるようにする、という目的のもと開発されています。もちろん、最低限の LATEX
に関する知識は必要になりますが。
このクラスは、prosper[9]クラスと、その拡張である HAprosper[1]パッケージ

をさらに拡張して開発されました。HAprosperパッケージは主に、prosperクラス
の拡張といくつかのバグや問題の解決を目標としていました。しかし、開発が進む
につれ、不幸にもいくつかの問題はこのパッケージでは解決できないことが明らか
になりました。このことから、prosperと HAprosperの組み合わせに替わる、新
たなクラスを作成するプロジェクトがはじめられました。あなたは今、その成果を
目にしているのです。
本章の残りは、powerdotクラスを用いて作成するプレゼンテーションのソース

がどのようになるのかを大まかに説明することに当てます。また、この文書の概要
についても述べます。
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ソースの構造は、いつもほとんど同様になります。その例を次に示します。
\documentclass[<class options>]{powerdot}

\pdsetup{<presentation options>}

\begin{document}

\begin{slide}{a slide}

Contents of the slide.

\end{slide}

\section{first section}

\begin{slide}[<slide options>]{another slide}

Contents of the slide.

\end{slide}

\begin{note}{personal note}

The note.

\end{note}

\end{document}

この例の中には、文書の構造を定義するいくつかの要素が存在します。まずはじ
めに、クラスファイルは用紙サイズや出力先とその形態といった、プレゼンテーショ
ンの形式を制御するいくつかのクラスオプションを受け付けます。クラスオプショ
ンについては2.1節で述べられます。また、フッタなど、プレゼンテーションごとに、
さまざまな要素の全体を通しての見映えを指定するオプションも存在します。それ
らについては2.2節で述べられます。
全般的な設定が終わったら、slide環境を使って一枚づつスライドを作っていき

ます（3章を参照）。また、note環境を使ってスライドと連動したメモをすることも
できます（6.1節を参照）。重ねあわせを使って、スライドの中の各要素が順番に現
れるような効果も設定することができます。重ねあわせについては4章に述べられ
ています。\sectionコマンドは、スライドを構造づけるための方法を提供します。
これについては5章で説明されます。第7章では、このクラスファイルに組み合わせ
て使うことができる「スタイル」についての概要と、それぞれのスタイルの特徴に
ついて述べます。第8章では、プレゼンテーションを出力する方法について詳しく述
べます。この章では、クラスファイルが依存するパッケージなどについての重要な
情報が述べられています。
第9章は、自分だけのスタイルを作成したり、既存のスタイルをカスタマイズした

い人にとってはもっとも興味深いものかもしれません。第10章では、LYX[6]でどの
ように powerdotによるプレゼンテーションを作成するか、について述べます。ま
た、本文書では、例えば「どこで出力例を見ることができますか？」といったよう
な質問に答える章も用意されています（第11章）。この章では、問題が解決できない
場合に、どこのどんな情報に当たればよいかを示しています。

2 プレゼンテーションの準備
この章では、プレゼンテーションの出力方法や見映えを制御する、すべてのオプ

ションについて説明します。

2.1 ドキュメントクラスのオプション
ではクラスファイル全体のオプション（以下クラスオプション）について説明し

ていきましょう。クラスオプションは、\documentclass コマンドのあとに、カン
マ区切りで指定します。複数のオプションを指定することもできます。それぞれの
クラスオプションには初期値1が設定してあります。その値については、各クラスオ
プションの項目で言及します。オプションに値を与えない（=のあとを空欄にする）
時やオプションを使用しない場合にも、初期値が与えられたものとして扱われます。

1オプションを明示的に指定しない場合に使用される値のこと
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2.1.1 クラスオプションの一覧
これらのクラスオプションでは、ユーザが望む出力形態を指定します。初期値はoption

mode presentです。

mode=present

この値は、実際に発表で使用するプレゼンテーションを作成する際に指定し
ます。presentを指定すると、スライドの重ね合わせや、スライド間の切り替
えエフェクトが使用可能になります。重ね合わせについては、4章を参照して
ください。

mode=print

この値は、スライドをそのまま印刷する際に指定します。この値を指定する
と、重ね合わせと切り替えエフェクト以外の視覚効果が出力に反映されます。

mode=handout

この値を指定すると、自分用のメモや学生への配布、発表資料などに適した、
白黒で概要をまとめた形態で出力します。

nopagebreaks

handoutモードを選択した場合、初期値では、1ページに 2枚のスライ
ドとメモを出力します。1ページにもっと多くのスライドを出力したい
場合、このオプションを\documentclassコマンドに与えます。すると、
改ページ命令はページ中に出力できるだけスライドを出力してから挿入
されるようになります。

このオプションでは、3つの値を選択して指定できます。初期値は screenです。option
paper v

paper=screen

これはスクリーンへ投影するために適した特殊な縦横比（4:3）の用紙サイズ
です。実際の寸法は、縦 8.25インチ、横 11インチです。この用紙サイズは、
print モードや handout モードでは利用できません。これらのモードでは、
powerdotは自動的にA4サイズを選択し、ログファイルに警告を出力します。

paper=a4paper

A4サイズでプレゼンテーションやハンドアウトを作成します。

paper=letterpaper

欧文レターサイズでプレゼンテーションやハンドアウトを作成します。

なお、各用紙サイズにおけるコンパイルや表示についての重要な情報が第8章で述べ
られています。
この値は、プレゼンテーションスライドの向きを指定します。初期値は landscapeoption

orient です。

orient=landscape

プレゼンテーションモードでは横置きを指定します。この値は、ハンドアウ
トモードでは指定できません。ハンドアウトモードでは、powerdotは自動的
に縦置きを選択し、ログファイルに警告を出力します。

orient=portrait

この値を指定すると、スライドを縦置きで作成します。ただし、すべてのス
タイルが縦置きをサポートしているわけではありません。7節で、どのスタイ
ルがサポートしているか確認してください。
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この値はスライドおよびメモの出力を指定します．初期値は slidesです．option
display

display=slides

プレゼンテーションのスライドのみを出力します．

display=slidesnotes

プレゼンテーションのスライドとメモを両方出力します．メモについては6.1を
見てください．

display=notes

メモのみ出力します．

さらに出力を指定するのに以下のオプションが使えます．

size

通常のテキストのフォントの大きさをポイントで指定します．可能な値は 8pt,option
size 9pt, 10pt, 11pt, 12pt, 14pt, 17pt, 20ptです．初期値は 11ptです2．

style

プレゼンテーションに読み込まれるスタイルを指定します．デフォルトではoption
style defaultスタイルが読み込まれます．詳しくは7を見てください．

fleqn

このオプションは数式を左寄せにします．articleクラスの同名のオプションoption
fleqn と同様の働きをします．

leqno

数式番号を左に出力します．articleクラスと同様です．option
leqno

nopsheader

デフォルトでは，コマンドラインで指定することなく ps2pdfのような後処理option
nopsheader コマンドがどの紙の大きさを使えばいいかわかるように powerdotは PSファ

イルに PostScriptコマンドを書き込みます．8も参照してください．後処理に
なにか問題があったとき，あるいは後処理のときに自分で紙の大きさを指定
したい場合にこのオプションを使ってください．

hlentries

目次の項目が現在表示されているスライドとマッチしたときにそれを強調表示option
hlentries します．初期値は trueです．5も参照してください．目次の項目を強調した

くないとき（たとえば印刷モード）には hlentries=falseを使ってください．

hlsections

表示されているスライドの節とマッチしたときに目次の節を強調表示します．option
hlsections 初期値は falseです．5も見てください．このオプションを指定すると節の強

調表示が有効になります．これは，目次を分割するようなスタイルを使用し
ているときに有用でしょう．

blackslide

このオプションはスライドの一枚目に真っ黒なスライドを挿入し，Acrobatoption
blackslide (Reader)のような PDF閲覧ソフトでスライドを開いたときには自動で 2ペー

210pt, 11pt, 12pt以外のサイズは標準的ではなく，それらを使った場合は extsizes[11]がインストー
ルされていることが仮定されることに注意してください．

4



ジめに移動します．このオプションはすべてのスライドタイトルと節タイト
ルの後ろにリンクを挿入し3，これをクリックすると黒いスライドに移ります．
さらに黒いスライドのどこかをクリックするともとのスライドに戻ります．こ
のオプションは，例えば黒板に証明を書くために一時的に発表を中断すると
きに使えます．

option
clock

clock

このオプションはスライドに小さなデジタル時計を表示し，発表の残り時間
を確かめられるようにします．4

\documentclassコマンドの一例です：
\documentclass[

size=12pt,

paper=screen,

mode=present,

display=slidesnotes,

style=tycja,

nopagebreaks,

blackslide,

fleqn

]{powerdot}

この例によって出来るプレゼンテーションは，tycjaスタイルを使用し，黒いスラ
イドが挿入され，文字の大きさは 12ポイント，数式は左寄せになります．
\documentclass[

size=12pt,

paper=letterpaper,

mode=handout,

display=slidesnotes,

style=tycja,

nopagebreaks,

blackslide,

fleqn

]{powerdot}

paper および mode オプションが変更され，ハンドアウトが出力されます．
nopagebreaksオプションにより，1ページに 2枚以上のスライドが出力される可能
性があります．

2.2 スライドのカスタマイズのためのオプション
さらにいくつかのオプションがあり，これらはスライドをカスタマイズするのに

役立つでしょう．これらのオプションは\documentclassを通して指定することが
出来ません．これは技術的な理由によるものです5．2種類のオプションがあります．
\pdsetupにより大域的に（スライド全体で有効）にしか設定できないものと，大域\pdsetup

的にも (\pdsetupを使って)局所的にも (スライド環境を使って；詳しくは3参照)設
定できるものです．

2.2.1 大域的なオプション
この節ではプレアンブル中の\pdsetupコマンドによってのみ大域的に指定でき

るオプションについて述べます．

3[訳注]通常スライドの上部に表示される各スライドのタイトル（スライド環境の引数）か，section

スライドの場合は，通常真ん中に表示される節の表題にリンクができます．
4[訳注]Mac の Preview だと表示されません．
5興味のある方は xkeyvalパッケージマニュアル [2]の中の xkvltxpについての節を参照してください．
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palette

どのパレットを使うか指定します．パレットとは各スタイルによって定義さoption
palette れている色の組み合わせです．各スタイルが定義しているパレットについて

は7を見てください．

lf rf

左右のフッタの内容を指定します．初期値は空です．6options

lf

rf theslide

このオプションはスライドの番号がどのように表示されるかを指定しまoptions

theslide す．初期値は\arabic{slide}~/~\pageref*{lastslide}で，例えば 5/22の
ように表示されます．\arabic{slide}は現在のスライドの番号を出力し，
\pageref*{lastslide}は最後のスライドの番号を出力します7．

counters

countersオプションは重ね合わせをしたときに保護したいカウンターを羅列
します．重ね合わせを含むスライドの中のテキスト (4参照)は何回か処理さ
れるので，結果として equationカウンタのような LATEXカウンタも複数回処
理され値が大きくなりすぎることになります．重ね合わせごとに数式の番号
が変わるのをさけるためには，このオプションを使ってください．以下のカ
ウンタはあらかじめ保護されています：equation, table, figure, footnote,
mpfootnote．これら以外にカウンタを使う場合（例えば定理環境で）は，こ
のオプションで指定してください．たとえば：
counters={theorem,lemma}

list

このオプションの値は enumerate パッケージに渡され，enumerate およびoption
list itemize環境によるリストのレイアウトを調節します．

list={labesep=1em,leftmargin=*,itemsep=0pt,topsep=5pt,parsep=0pt}

リストのレイアウトの調整については enumitem パッケージ [4] を見てくだ
さい．

enumerate itemize

listオプションと同じですが，それぞれ指定された環境のレイアウトのみをoptions

enumerate

itemize

調節します．

2.2.2 大域的にも局所的にも使えるオプション
この節では\pdsetupを使って大域的に指定でき，スライド環境によって局所的

にも指定できる（3参照）オプションについて述べます．

trans

スライドが変わるときのエフェクトのデフォルトを指定します．これらのエoption
trans フェクトは PDFに変換した後のみ有効です．8も参照してください．以下の

エフェクトがサポートされています：Split, Blinds, Box, Wipe, Dissolve,
Glitter, Replace．PDF1.5をサポートした閲覧ソフトを使っているときには
Fly, Push, Cover, Uncover, Fadeも使えます．ほとんどの閲覧ソフトは大文字

6[訳注] これは局所的にも使えるようです．また，cf というキーも使えるようです．
7hyperref によって定義されている*のついた\pageref を使っています．これは参照しているページ

へのリンクを作りません．
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小文字を区別するので boxではうまくいかないことに注意してください．初
期値は Replaceで，これはただスライドを次のものに置き換えるだけです．閲
覧ソフトによっては（例えば Acrobat Reader 5.0かそれ以上）エフェクトは
フルスクリーンモードのときしか有効にならないので注意してください．上
のリストにないお気に入りのエフェクトがあるなら（たとえば Wipeと同じで
Wipeする方向をカスタマイズしたもの），それを使うことも可能です．ただ
し，powerdotはログファイルに「選択されたエフェクトがうまくいかないか
もしれない」という警告を出します．うまくいく例を挙げます．
trans=Wipe /Di 0

Acrobat (Reader)の場合，これはデフォルトの上から下ではなく左から右に
Wipeします．詳細な情報は PDF Reference Manualを見てください．

method

このオプションは，スライドが LATEXにより「普通の」扱いを受けない内容option
method を含むときに使えます．そのまま（verbatimで）出力されるべき入力がその

一例です．可能な値は normal（初期値）, direct, fileです．これについて
は6.4で詳しく述べます．

logohook logopos logocmd

logopos を指定すると logocmd の値で定義されるロゴがスライドに出力さoptions

logohook

logopos

logocmd

れます．位置はスライドの幅と高さに相対的に指定できます．{0,0}が左下
の隅で{\slidewidth,\slideheight}が右上の隅です．ロゴを配置するのに
pstricks[16, 15]の\rputを使っています．このコマンドではロゴのどの場所を
指定した位置に配置するかも指定できます．この場所は logohookを使って指
定でき，可能な値は tl, t, tr, r, Br, br, b, bl, Bl, l, B, cです．\rputについ
て詳しくは pstricksのドキュメントを参照してください．次は defaultスタイ
ルの花を huskyスタイルに組み込む例です．
\documentclass[style=husky]{powerdot}

\pdsetup{

logohook=t,

logopos={.088\slidewidth,.99\slideheight},

logocmd={\includegraphics [height=.08\slideheight]%

{powerdotdefault.ps}}

}

\begin{document}

...

\end{document}

logohookの初期値は tlです．

プレゼンテーションを活気づけるのに役立つ powerdotの機能の一つはランダム
ドットが使えることです．これらのドットはスライド上の勝手な場所に配置するこ
とができ，使用しているパレットが定義している色が使われます．重ね合わせは同
じドットを引き継ぎます．この機能は random.tex[3]を使用しています．ランダム
ドットの見た目を調整するためにいくつかのオプションがあります．

randomdots

デフォルトではランダムドットはオフになっています．このオプションを trueoption
randomdots にするとランダムドットが生成されます．falseにするとこの機能は無効に

なります．オプションに値を渡さなければ trueが使われます

dmindots dmaxdots

スライドごとのドットの数もランダムです．これらのオプションはスライドごoptions

dmindots

dmaxdots

との最小および最大のドット数を指定します．初期値はそれぞれ 5と 40です．
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dminwidth dmaxwidth dminheight dmaxheight

これらのオプションはランダムドットが現れる範囲を指定します．初期値はス
ライド全体になっています．たとえばこれをドットがテキスト出力される範囲
だけに現れるように変えたいときもあるでしょう．初期値は 0pt, \slidewidth,
0pt, \slideheightです．
以下はドットが現れる範囲を狭める例です．
\pdsetup{

dminwidth=.1\slidewidth,dmaxwidth=.9\slidewidth,

dminheight=.2\slideheight,dmaxheight=.8\slideheight

}

dbright

これはドットの明るさを調節するのに使います．値は-100から 100までの整option
dbright 数です．値が負の場合は色が暗めになり，-100だと黒になります．正数のとき

は白っぽくなり 100だと完全に白になります．背景が明るい場合には dbright

正数に，背景が暗い場合は負のに設定するとよいでしょう．初期値は 60で，
これは 40%の元の色と 60%の白を混ぜた色になるということです．

dprop

このオプションはランダムドットを生成するのに使う\psdotに追加のパラメーoption
dprop タを渡すのに使われます．例えば，ドットのスタイルや線の太さを変更するこ

とができます．\psdotについての詳細は pstricksのドキュメント [16, 15]を
見てください．powerdotはランダムドットにつかえるスタイルをさらに 2つ
用意しています．ocircle（中抜きの円）と osquare（中抜きの四角形）です．

ランダムドットを使う例を二つ挙げます．
\pdsetup{

randomdots,dminwidth=.2\slidewidth

}

これはランダムドットを有効にし，スライドの左 20%にはドットを配置しません．
\pdsetup{

randomdots,dprop={dotstyle=ocircle,linewidth=.5pt},

dminsize=500pt,dmaxsize=600pt,dmindots=2,dmaxdots=5

}

この例はスライドに最大 5つの大きな円を配置します．これらの円はスライドに収
まらず，一部が曲線の形で見えるだけになります．

2.2.3 \pdsetupの例
スライドのセットアップに使える\pdsetupコマンドの一例です．
\pdsetup{

lf=My first presentation,

rf=For some conference,

trans=Wipe,

theslide=\arabic{slide},

randomdots,dmaxdots=80

}

ここでは左右のフッタを設定し，遷移エフェクトを Wipeに初期化しています．さ
らに，スライド番号は最後のスライドの番号を含みまず，現在のスライドの番号の
みです．さらに，スライドを覆うランダムドットの数は最大 80です．
フッタの見た目については少し注意しておく必要があります．(theslideで指定

できる)スライド番号はフッタに追加されます．多くのスタイルは右のフッタに追
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加します．フッタとページ番号がともに空でない場合それらを分離するために~~

が間に挿入されます．ただし，スタイルによってはこれを変更している場合があり
ます．

3 スライドを作る
3.1 タイトル用のスライド
タイトルスライドは\maketitleによって作られます．\title

\author

\and

\date

\maketitle

\maketitle[〈options〉]

このコマンドの使い方は通常の LATEXのドキュメントクラスと同じです．オプショ
ン引数 〈option〉 には2.2.2にあるオプションなら何でも指定できます．\maketitle

コマンドの中で指定したオプションはタイトルスライドのみで有効でほかのスライ
ドには影響しません．
次の例を見てください．
\documentclass {powerdot}

\title{Title}

\author{You \and me}

\date{August 21, 2005}

\begin{document}

\maketitle

...

\end{document}

author, title, dateによる宣言でタイトルページを作るときに使われるテキストを
指定します．タイトルページのデザインは使用しているスタイルに依存します．複
数の著者を並べるには\andを使うことに注意してください．\titleや\authorに
ついて詳しくは LATEXのマニュアル [12]を見てください．

3.2 その他のスライド
すべてのプレゼンテーションの中心となるのはスライドです．powerdotでは各ス

ライドの内容は slide環境のなかに記述されます．

\begin{slide}[〈options〉]{〈slide title〉}
〈body〉
\end{slide}

4節ではより生き生きとしたスライドを作る方法を述べますが，とりあえず単純な例
を見てみましょう．
\begin{slide}{First slide}

Hello World.

\end{slide}

slide環境には一つ必須の引数があります．それはスライドのタイトルです．スラ
イドが作られるとき，スライドのタイトルは目次としおりの項目に使われます．目
次はスライドおよび節のタイトルのリストで，各スライドに表示されます．
目次はクリックすることができ（PDFに変換した場合）スライド内のある場所か

ら別の場所へ移動するのに便利です．しおりは PDFに変換したときのみ存在しま
す．これも目次としての役割を果たしますが，スライドには表示されず，閲覧ソフ
トの別の窓に表示されます．上の例では目次もしおりも First slideという項目の
み含みます．
slide環境の 〈options〉は2.2.2にあるオプションをどれでも含むことが出来ます．

さらに，以下のオプションが使えます．
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toc

指定した値が目次の項目に使われます．指定しなければスライドタイトルがoption
toc 使われます．toc=としたときには項目が生成されません．

bm 指定した値がしおりの項目に使われます．指定しなければスライドタイ
option

bm トルが使われます．bm=としたときには項目が生成されません．

これらのオプション引数は，スライドのタイトルが極端に長かったりあるいはし
おりの中で適切に表示されない LATEXのコマンドを含んだりする8場合に特に有用で
す．項目を指定するときには ‘,’や ‘=’などの特別な文字を中括弧 ‘{’と ‘}’で囲むよ
うにしてください．オプション引数を使う例を見てみましょう．

\begin{slide}[toc=,bm={LaTeX, i*i=1}]{\color{red}\LaTeX, $i^2=1$}

My slide contents.

\end{slide}

この例ではスライドタイトルは LATEX, i2 = −1のように表示されます．これはし
おりの中では正しく表示されません．これを修正するための処理は行われますが，
しばしば修正結果は同等なテキストではありません．この例でいえばタイトルは
redLaTeX, i2=1のようにしおりに表示されます．他方，上のように手動でしおり
の項目を指定すると LaTeX, i*i=1と表示されます．toc=があるため目次に項目
は生成されないことに注意して下さい．
slide環境に加え，各スタイルは独自の環境を定義できます．多くのスタイルで

は wideslide環境が定義されています．これは，目次が占めるスペースのせいで一
枚のスライドに入りきらない情報があるかもしれないからです．そのような場合目
次のないスライドを使う方が望ましいでしょう．wideslide環境はこの機能を提供
し，実際のスライドの内容に使えるスペースを広げます．各スタイルが定義してい
る様々な環境については7を見てください．

4 重ね合わせ
スライド上の情報がいっぺんに表示されてほしくないということがしばしばあり

ます．そうではなく，項目が一つずつ表れてほしいような場合です．powerdotでは
これを重ね合わせによって実現することができます．各スライドはたくさんの重ね
合わせからなり，重なったスライドは一枚ずつ表示されます．

4.1 \pauseコマンド
一枚ずつ情報を表示するのに一番簡単なのは\pauseコマンドを使うことです．\pause

\pause[〈number〉]

単純な例を挙げます．
\begin{slide}{Simple overlay}

power\pause dot

\end{slide}

スライドの情報は\pauseコマンドが現れるまでいっぺんに表示されます．マウスを
クリックするかキーボードを押すまで同じスライドにはそれ以上何も出力されませ
ん．それから，すべての情報が表示されるかさらに\pauseコマンドが表れるかする
までそのスライドが続きます．上の例では powerが最初の重ね合わせに表示され，
powerdotが次に表示されます．\pauseは itemizeや enumerate環境でよく使われ
ます．例えば，

8しおりを作る過程で hyperrefパッケージの\pdfstringdefが使われます．このためïのようなアクセ
ントのついた文字はきちんと処理されます．
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\begin{slide}{Multiple pauses}

power\pause dot \pause

\begin{itemize}

\item Let me pause\ldots \pause

\item \ldots while I talk \pause and chew bubble gum. \pause

\item Perhaps you’ll be persuaded.

\item Perhaps not.

\end{itemize}

\end{slide}

\pauseが itemize環境の前で使われているので，3枚目には項目は一つも表示され
ません．それから各項目は一つずつ，それぞれの一枚のスライドに表示されます．
リストを使う際の詳細は次節で述べます．
\pauseコマンドのオプションはいくつの重ね合わせを中断するかを指定します．

使用例：
\begin{slide}{Pause longer}

\begin{itemize}

\item A \pause

\item B \pause[2]

\item C

\end{itemize}

\end{slide}

この例では項目 Cは 4枚目の重ね合わせに表示されます．このオプションの有用性
は次節でより明らかになるでしょう．そのときまた似たような例を見ることになり
ます．

4.2 箇条書き環境
itemizeや enumerateなどの箇条書き環境は powerdot特別な扱いをされていま

す．これには enumitemパッケージ（[4]参照）によって処理されるオプション引数
を持ちます．powerdotはこのオプション引数に追加のキーを定義しています．以下
の例では itemizeを使って機能の説明をしますが，enumerate環境でも同様のこと
ができます．
次は itemize環境の典型的な使用例です．

\begin{slide}{Basic itemize}

\begin{itemize}

\item A \pause

\item B \pause

\item C

\end{itemize}

\end{slide}

これは単純に，一項目ずつ一枚の重ね合わせに表れます．
すべての項目が表示されるように，ただし一度に一つの項目だけが「活性化されoption

type て」表示されるようにしたいとしましょう．これは itemize環境の typeオプショ
ンによって実現できます．初期値は 0です．
\begin{slide}{Type 1 itemize}

\begin{itemize}[type=1]

\item A \pause

\item B \pause

\item C

\end{itemize}

\end{slide}

こうすると，すべての項目は「非活性色」（使用しているスタイルが定義する）で表
示され，項目のフォントの色はそれが通常表れる重ね合わせにおいてのみ活性色に
なります．デフォルトの振る舞いは type=0によって得られます．
箇条書きは入れ子にして複雑な構造を作れます．箇条書き環境を入れ子にすると，

typeオプションは「親」環境から引き継がれますが，入れ子にした環境のオプション
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で指定すれば上書きできます．次に一つ例を示しますが，タイプの違う環境を様々
なやり方で入れ子にすればほかにもたくさんの構造が可能です．
\begin{slide}{Nested lists}

\begin{itemize}

\item A\pause

\begin{itemize}[type=1]

\item B\pause

\end{itemize}

\item C

\end{itemize}

これは Aと Bを最初に表示しますが，Bは非活性色になっています．2枚目では Bが
活性化し，3枚目では Cが見えるようになります．

4.3 \itemコマンド
\itemコマンドはpowerdotにおいてはオプション引数をもち，これによって\pause\item

よりも柔軟に重ね合わせを作ることができます．

\item[〈label〉]<〈overlays〉>

このオプション引数は何枚目の重ね合わせに項目が表れてほしいかを記述します．こ
の記述はコンマで区切られたリストで，各要素は表1にある記法が使えます．〈label〉引
数は\itemの LATEXにおける通常のオプション引数です．この引数については LATEX
のマニュアル [12]に詳しく書いてあります．

構文 意味
x x枚目のみ表示
x x枚目を含む，x枚目まですべての重ね合わせスライドで表示．
x x枚目を含む，x枚目以降すべての重ね合わせスライドで表示．
xy x枚目と y枚目を含む，xから yまですべての重ね合わせで表示．

表 1: \item and \onslide notation

例を挙げます．
\begin{slide}{Active itemize}

\begin{itemize}[type=1]

\item<1> A

\item<2> B

\item<3> C

\end{itemize}

\end{slide}

ここでは Aは 1枚目のみで活性化し，Bは 2枚目のみ，Cは 3枚目のみで活性化す
るようにしています．ここでも type=1があるため活性化していない場合は非活性
色で表示されます．
type=0が指定され，各項目が重ね合わせのためのオプションを与えられた場合

は，各項目は活性化しているときのみ表示されます．項目が活性化していないとき
はスライドには全く表示されません．次節では 〈overlays〉のための構文の実例をさ
らに挙げます．

4.4 \onslideコマンド
\onslideを使って重ね合わせを実現することもできます．\onslide

\onslide{〈overlays〉}{〈text〉}
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このコマンドは 〈overlays〉の指定を最初の引数としてとり，それを適用する 〈text〉
を二つ目の引数としてとります．テキストが表れるべき 〈overlays〉は1にある構文を
使ったコンマ区切りのリストで指定されます．単純な例から見てみましょう．
\begin{slide}{Simple onslide}

\onslide{1,2}{power}\onslide{2}{dot}

\end{slide}

powerを 1,2枚目に，dotを 2枚目だけに表れるようにしています．想像がつくと
思いますが，この例は\pauseの最初の例と同じ出力になります．しかし，明らかに
構文がより複雑になっています．この多少の「複雑化」がより大きな柔軟性を可能
にするのです．
　上の例を次のように変更してみます．\onslide+

begin{example}

\begin{slide}{Simple onslide+}

\texttt{onslide }: \onslide{1}{power}\onslide{2}{dot}\\

\texttt{onslide+}: \onslide+{1}{power}\onslide+{2}{dot}

\end{slide}

\onslide+コマンドを使うと，内容の表示のされ方が全く変わります．dotがすべ
ての重ね合わせで非活性色で表示され，2枚目のみで通常の色で表示されます．こ
れは箇条書きの type=1に相当します（4.2参照）．
この例を実行してみると，\onslideは内容を隠すものの，そのためのスペースを

保持することに気づくでしょう：つまり，2枚目の重ね合わせにおいて二つの dot

は縦にそろいます．次のコマンドはスペースを保持しません．
テキストを隠しかつスペースを保持する (\onslide)のではなく，また重ね合わせ\onslide*

が 〈overlays〉にマッチしないときには 〈text〉を非活性色で表示する (\onslide+)の
でもない，ただ内容を消してしまうのがこのコマンドです．違いを理解するために，
次の例を考えてみましょう．
\begin{slide}{Simple onslide*}

\texttt{onslide }: \onslide{1}{power}\onslide{2}{dot}\\

\texttt{onslide+}: \onslide+{1}{power}\onslide+{2}{dot}\\

\texttt{onslide*}: \onslide*{1}{power}\onslide*{2}{dot}

\end{slide}

最初の 2行の出力は上で見た通りです．3行目は 1枚目の重ね合わせで powerを表
示し，dotを 2枚目に表示しますが，2枚目で powerのスペースは保持されません．
よって dotは 1枚目で powerが出力された場所から始まり，ほかの dotと縦にそろ
いません9．
最後に\itemと\onslideを使って可能な構文の例を挙げます．これらのコマンド

は 〈overlays〉を指定するコンマ区切りのリストを引数とし，リストの各要素は1で説
明されるものであることを思い出してください．いろいろなバリエーションを以下
に例示します．
\begin{slide}{Lists}

\onslide{10}{10 枚目のみ}\par

\onslide{5}{5 枚目までで，5 枚目を含む}\par

\onslide{5}{5 枚目以降，5 枚目を含む}\par

\onslide{25}{2 枚目から 5 枚目まで，2,5 枚目も含む}\par

\onslide{3,57,9}{4,8 枚目以外}

\end{slide}

9[訳注] だいたい以下のようになります．左が 1 枚目，右が 2 枚目です．

onslide: power onslide: dot
onslide+: power dot onslide+: power dot
onslide*: power onslide*: dot
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4.5 相対的な重ね合わせ
ある項目がいつ表示され，いつ活性化されるべきなのか数えるの大変なときがあ

ります．例えば，ある項目を別の項目の後に出すということだけが重要なことがあ
ります．この機能は相対的な重ね合わせを使って実現できますが，\itemを使う環
境の外で使われるべきではありません．次の例は単純ですが参考になるでしょう．
\begin{slide}{Relative overlays}

\begin{itemize}

\item A \pause

\item B \onslide{+1}{(B の一枚後に見える)}\pause

\item C \onslide{+2}{(C の二枚後から最後まで)}

\pause

\item D \onslide{+16}{(D の一枚後，6 枚目まで)}

\pause

\item E \pause

\item F \pause

\item G \onslide{+1+3}{(G の一枚後から三枚分)}\pause

\item H \pause

\item I \pause

\item J \pause

\item K

\End{itemize}

\end{slide}

見ての通り\onslideをまだ使っています．一つだけ違うのは重ね合わせのリスト
の構文です．ここでは+をリストの中で使うことができます．最も単純な使い方は
\onslide{+1}をつかってテキストをそれが通常表れる一枚後の重ね合わせに表示さ
せることです．注意することは\onslide{+16}はテキストを通常の一枚後から 7枚
目まで表示することです．相対的な重ね合わせで範囲を指定する例は，上の一番最
後を見てください．

5 プレゼンテーションの構造
5.1 節を作る
この節では\sectionコマンドについて述べます．これを使うとスライド全体を\section

構造化することができます．

\section[〈options〉]{〈section title〉}

このコマンドは 〈section title〉を持ったスライドを作り，さらにそれを使って目次と
しおりに節を生成します．出力を調整するいくつかの 〈options〉があります．
このオプションは目次に節を作るかどうかを指定します．初期値は trueです．option

tocsection
tocsection=true

目次に節を作ります．これは，次の節までのすべてのスライドがこの節に入
れ子にされるということです．

tocsection=false

目次に節を作らず，通常のスライドと同じようにリストされます．

tocsection=hidden

目次に節を作りますが，スライドがその節に含まれるときのみ見えるように
します．プレゼンテーションスライドの中に時間があったら話そうというよ
うな節を付加するのに使えます．

このオプションは\sectionコマンドがスライドを生成するかどうかを指定しまoption
slide す．初期値は trueです．
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slide=true

スライドを作ります．

slide=false

スライドは作られません．tocsectionも falseのときは，\sectionコマン
ドは何もしないことになります．目次に節を作る場合 (tocsection=trueか
hidden)は，目次中のリンクは節自体のスライドがないのでその節の最初のス
ライドへのリンクなります．

このプションは節スライドを別のテンプレートで作成するのに使えます．デフォルoption
template トでは通常の slideが節スライドの作成に使われますが，スタイルがこの目的のた

めに別のテンプレートを用意している（例えば，wideslide環境）場合，このオプ
ションを使ってそのテンプレートを選択できます．各スタイルで使えるテンプレー
トについては7を見てください．
最後に，通常のスライドで使えるオプションは\sectionで作られるスライドで

も使えます（2を見てください）．ただし，節に tocsectionが指定されているとき
には toc=や bm=はそれぞれ目次やしおりの項目を取り除きません．

5.2 概観を作る
このコマンドはプレゼンテーションスライドの概観を作ります．スライド上での\tableofcontents

み使用可能です．

\tableofcontents[〈options〉]

出力調整のためのいくつかの 〈options〉があります．
テキストの一部を（下で解説すする contentオプションの入力によって）隠したoption

type り非活性色で表示したりする指定をします．初期値は 0です．箇条書き環境の type

オプションも見てください（4.2節）．

type=0

テキストが contentで指定されたタイプではない場合に，それを隠す．

type=1

type=0と同じだが，隠すのではなくて非活性色で出力する．

contentオプションはどの要素が概観に含まれるのかを調整します．初期値は alloption
content です．以下の記述は type=0であると仮定していますが，type=1のときを推測する

のは簡単でしょう．

content=all

すべての節およびスライドを表示します．ただし，隠された節は例外です（5.1参
照）．

content=sections

プレゼンテーションスライドの節だけを表示します．

content=currentsection

現在の節のみ表示します．

content=future

現在のスライド以降のすべての内容を表示します．

content=futuresections

現在の節以降のすべての節を表示します．
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この節の締めくくりに，プレゼンテーションスライドの概観を含むスライドの作
り方の実例を挙げます．これは，大まかな内容，また節ごとにその節のスライドの
詳細な概観を表示します．
\begin{slide}[toc=,bm=]{Overview}

\tableofcontents[content=sections]

\end{slide}

\section{First section}

\begin{slide}[toc=,bm=]{Overview of the first section}

\tableofcontents[content=currentsection,type=1]

\end{slide}

\begin{slide}{Some slide}

\end{slide}

\section{Second section}

...

6 その他雑多なこと
6.1 メモを書き込む
note環境はスライドに個人的なメモを添付します．displayオプションをつかっnote

てメモの表示を調節できます（2.1参照）．例を挙げます．
\begin{slide}{Chewing gum}

...

\end{slide}

\begin{note}{Reminder for chewing gum}

Don’t forget to mention that chewing gum is sticky.

\end{note}

6.2 空のスライドを作る
emptyslide環境は完全に空のスライドを作成します．スライド上のテキストボッemptyslide

クスは写真の表示など特別な用途に使えます．これをつかってスライドショーを作
れます．例：
\begin{emptyslide}{}

\centering

\vspace{\stretch{1}}

\includegraphics[height=0.8\slideheight]{me_chewing_gum.eps}

\vspace{\stretch{1}}

\end{emptyslide}

\includegraphicsは graphicxパッケージ [5]により定義されています．\stretch

コマンドは写真を縦の中央に配置するために使っています．どちらのコマンドも
あなたの好きな LATEXマニュアルに書いてあります．例えば [12]を見てください．
\slideheightおよび\slidewidthを使って写真がスライドにうまく収まるように
拡大縮小できることに留意してください．

6.3 文献リストのスライドを作る
powerdotは articleクラス標準の thebibliography環境を再定義し，節題とヘッthebibliography

ダの作成を抑制しています．その他の性質はすべて保持されています．（BiBTEXを
使うか使わないかによって）次のどちらでも使えます．
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\begin{slide}{Slide}

\cite{someone}

\end{slide}

\begin{slide}{References}

\begin{thebibliography}{1}

\bibitem{someone} Article of someone.

\end{thebibliography}

\end{slide}

\begin{slide}{Slide}

\cite{someone}

\end{slide}

\begin{slide}{References}

\bibliographystyle{plain}

\bibliography{YourBib}

\end{slide}

複数のスライドにわたって表示したい長い参考文献リストの場合は natbibおよび
bibentryパッケージ [8]を試してみてください．どちらのパッケージでも次が可能
になります．
\begin{slide}{References (1)}

\bibliographystyle{plain}

\nobibliography{YourBib}

\bibentry{someone1}

\bibentry{someone2}

\end{slide}

\begin{slide}{References (2)}

\bibentry{someone3}

\end{slide}

引用と参考文献についてより詳しくはお好きな LATEXマニュアルを見てください．

6.4 スライド中での verbatim

powerdotは 3つの異なるスライド処理方法を持っています．これらのうち 2つはoption
verbatim 主にスライド上に verbatimを使うテキスト10を挿入するのを容易にするために開

発されました．3つの方法のうちどれを使うかは methodキーによって指定可能で，
スライド環境でも\pdsetupコマンドでも設定できます（2.2.2参照）．

method=normal

スライド処理方法の初期値です．高速でかつ重ね合わせもつかえますが，ver-
batimは使えません11．

method=direct

この方法も高速ですが，重ね合わせはできません．重ね合わせは警告なしに
無視されます．そのかわり，verbatimをスライドで使うことができます．

method=file

この方法はスライド本体を一時ファイルにエクスポートしてそれを再び読み
込みます．verbatimも重ね合わせも使えますが，ファイルシステムを使うた
めたくさんのスライドがこの方法を使うと処理が遅くなることがあります．

次は 3つのスライド処理方法の使用の実例です．
\documentclass{powerdot}

\usepackage{listings}

\lstnewenvironment{code}{%

\lstset{frame=single,escapeinside=‘’,

backgroundcolor=\color{yellow!20},

basicstyle=\footnotesize\ttfamily}

}{}

\begin{document}

\begin{slide}{Slide 1}

Normal \pause content.

10加えて処理の際にカテゴリコードを変更する必要がある内容．[訳注]以下では単に verbatimと呼び
ます．

11スライドの外でボックスの中に保存されている場合を除く．
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\end{slide}

\begin{slide}[method=direct]{Slide 2}

Steps 1 and 2:

\begin{code}

compute a;‘\pause’

compute b;

\end{code}

\end{slide}

\begin{slide}[method=file]{Slide 3}

Steps 1 and 2:

\begin{code}

compute a;‘\pause’

compute b;

\end{code}

\end{slide}

\end{document}

最初のスライドは通常の内容をデフォルトの振る舞いで表示します．2枚の重ね
合わせを出力します．二つ目のスライドは\pauseを使っているにもかかわらず，重
ね合わせを出力しません．このコマンドは directを選択して verbatimを処理する
ことにより使えなくなっています．三つ目のスライドは二つ目と同じないようです
が，今度は 2枚の重ね合わせを作ります．これは一時ファイルを使う方法が選択さ
れているからです．listingの中で\pauseを使いましたが，listingの外で使うこと
も可能であることに注意してください．

6.5 \twocolumnコマンド
\twocolumnマクロを使うと，スライドの内容を 2段に分けることができます．\twocolumn

\twocolumn[〈options〉]{〈left〉}{〈right〉}

これは 〈left〉と 〈right〉を二段組みで出力します．これら各段の寸法は 〈options〉で
調節できます．以下のオプションが使えます．

lineheight

lineheightが指定されると，二つの段の間に\pslineを使って指定した高さoption
lineheight の線が引かれます．例：lineheight=6cm．

lineprop

線の性質を指定する任意の pstricks宣言．例：option
lineprop

lineprop={linestyle=dotted,linewidth=3pt}

lfrheight lfrprop

一つ目は指定された高さのフレームを左の段の回りに作ります．二つ目はoptions

lfrheight

lfrprop

linepropと同様ですが，左の枠に適用されます．

rfrheight rfrprop

lfrheightと lfrpropと同様ですが，右の段に適用されます．options

lfrheight

lfrprop
lcolwidth rcolwidth

左右の段の幅．どちらも初期値は 0.47\linewidthです．options

lcolwidth

rcolwidth
frsep

テキストとフレームの間のスペース．初期値 1.5mmoption
frsep

colsep

二つの段のスペース．初期値 0.06\linewidth．option
colsep
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topsep

二段組みの上部のテキストと内部のテキストの間の（\baselineskipに追加option
topsep する）余分のスペース．初期値 0cm．

bottomsep

上と同様で，下部のスペース．初期値 0cm．option
bottomsep

indent

左段の左に入る水平インデント．初期値 0cm．option
indent

上で説明されている寸法は図1に図示してあります．重要なのは\twocolumnは現
在の処理ポイントを左段の一行目を配置するための参照点として使うということで
す（図1も参照）．つまり，オプションでつけられる枠は前の行のテキストまでのび
ることが可能です．その場合は例えば topsep=0.3cmとして２行のテキストの間に
余分なスペースを追加してください．topsepの初期値は二段組みの上に何もテキ
ストがない状況に基づいています．この場合，通常のスライドで\twocolumnを使
わないで出力されるテキストと同じ場所に左段の一行目を配置するのが最良です．
topsep=0cmというのはまさにこれを実現します．ただし，topsepと indentの組
み合わせでこの振る舞いを変えて左段の一行目をどこでも好きな場所に配置するこ
とができます．
\twocolumnマクロは中身の高さを計算して，中身の下にあるテキストを正しく

配置します．この計算は lfrheight, rfrheight, lineheight（指定した場合）, さ
らに左右の段の中身の最大値をとっています．従って枠も線も使わないときには
bottomsepが二段組みの中のテキストの最下行と二段組みの下にあるテキストとの
間の (\baselineskipに追加する)スペースとなります．以下が例です．
\begin{slide}{Two columns}

Here are two columns.

\twocolumn[

lfrprop={linestyle=dotted,linewidth=3pt},

lfrheight=4cm,rfrheight=5cm,lineheight=3cm,topsep=0.3cm

]{left}{right}

Those were two columns.

\end{slide}

xkeyvalのコマンド\savevalueや\usevalueがうまく使われていることに留意し
てください．例えば，左段の性質を右段にコピーするのに使われています．これに
よってそれらを二度タイプする必要もなくなり，エラーを起こして違った枠が出力
されるのもさけられます．例を見てみましょう．
\twocolumn[

\savevalue{lfrheight}=3cm,

\savevalue{lfrprop}={

linestyle=dotted,framearc=.2,linewidth=3pt},

rfrheight=\usevalue{lfrheight},

rfrprop=\usevalue{lfrprop}

]{left}{right}

\savevalueや\usevalueについての詳細は\sxkeyval[2]のドキュメントを見てくだ
さい．
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Top

Left column text Right column text

Bottom

1 2

3

4

5

5 5

5

5

6

7

8

9

Meaning of the labels
1 lcolwidth 5 frsep

2 rcolwidth 6 topsep

3 colsep 7 indent

4 lfrheight, rfrheight, 8 bottomsep

lineheight 9 Reference point

図 1: Two-column dimensions.

7 使用できるスタイル
powerdotにはいくつかのスタイルが付属しています．以下ではこれらを概観しま

す．各スタイルの特徴を手短に記述し，タイトルスライドと通常のスライドそれぞ
れのサンプルを示します．特に注意書きがない場合，スタイルては wideslide環境
が使え，また横置きモードでは左に，縦置きの場合は下部に目次を表示します．

default
このスタイルは 6つのパレットを用意しています．左上にある花はすべての
パレットで使われます．デフォルトのパレットは blueで基調となる色は淡
い青と白になります．下はその例です．ほかに使えるパレットは red, green,
yellow, brown, purpleです．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the default style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.
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simple
白黒のシンプルなスタイルです．このスタイルはスライドを印刷したいとき
に便利でしょう．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the simple style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

� Here

– is

⊲ a

■ list

⊲ with

– seven

� items.

tycja
黄色と暗めの青を使ったスタイルです．目次は，横置きの場合は右側に，縦
置きの場合は下に表示されます．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the tycja style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

ikeda
暗めの赤と青を使い，テキストに明るい色を使ったスタイルです．スライド
を装飾する模様がきれいです．

Example of the ikeda style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

▲ is

■ a

▲ list

■ with

▲ seven

■ items.

fyma
このスタイルは元々 prosper用に Laurent Jacquesによって作られました．そ
のスタイルに基づき，彼はより多くの機能を持った HA-prosper用のファイル
を作りました．彼が親切にも許可してくれたため，このスタイルは powerdot
用に天野俊一によって変換されました．このスタイルは淡い青と白のグラデー
ションを持ったエレガントなデザインをもち，デフォルトのパレットは blue

です．ほかに使えるパレットは green, gray, brown, orangeです．通常のス
ライドの節と wideslideの節に特別なテンプレートが用意してあります．以
下は blueパレットの例です．
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left footer right footer – 1 / 2

Example of the fyma style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

• Here

◦ is

• a

◦ list

• with

◦ seven

• items.

ciment
このスタイルは元々 prosperと HA-prosper用にMathieu Goutelleによって
作られました．彼の寛大な許可をうけ，このスタイルは powerdot用に変換さ
れました．このスタイルは背景に薄い灰色の線が並びます．タイトルと目次
の強調色は暗い赤です．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the ciment style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

elcolors
淡い赤，青，黄色の三原色を使ったスタイルです．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the elcolors style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

aggie
HA-prosper用に Jack Stalnakerによって書かれ，彼が powerdot用に変換しま
した．このスタイルは暗い赤と淡い茶色を使用しています．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the aggie style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

● Here

✦ is

■ a

◆ list

■ with

✦ seven

● items.

husky
このスタイルは Jack Stalnakerによって書かれ，背景に薄い灰色の光線を持
ち，暗い赤で強調表示します．
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left footer right footer – 1 / 2

Example of the husky style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

● Here

✦ is

■ a

◆ list

■ with

✦ seven

● items.

sailor
このスタイルはMael Hilléreauによって書かれ，五つのパレットを用意して
います：Sea（デフォルト）, River, Wine, Chocolate, Cocktail．次は Seaの
例です．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the sailor style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

� Here

� is

� a

� list

� with

� seven

� items.

upen
このスタイルはきれいな暗めの青を背景としテキストには黄色を使用します．
Piskala Upendranによります．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the upen style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

— is

▲ a

◦ list

▲ with

— seven

■ items.

bframe
　スライドに青い枠をつくり，その中にテキストが配置されます．これは
Piskala Upendranによって書かれました．

left footer right footer – 1 / 2

Example of the bframe style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a +b)n
=

n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

horatio
horatioはMichael Lundholmによって書かれた，より伝統的な青いスタイル
です．
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left footer right footer – 1 / 2

Example of the horatio style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

✔ Here

✘ is

✓ a

✗ list

✓ with

✘ seven

✔ items.

paintings
これは目次を持たないシンプルなスタイルです．Thomas Koepsell によっ
て書かれ，10 個のパレットを用意しています．パレットの色は有名な絵画
からとられています12．興味があれば，スタイルファイルを覗けばどの絵
画が使われたのか記してあります．使えるパレットは：Syndics（デフォル
ト），Skater, GoldenGate, Lamentation, HolyWood, Europa, Moitessier,
MayThird, pearlEarring, Charon（すべて大文字小文字を区別します）．次
は Syndicsの例です．

Example of the paintings style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

• Here

• is

• a

• list

• with

• seven

• items.

klope
klope スタイルは節だけを並べる横向きの目次を実装しています．以下のパ
レットが使えます：Spring, PasteFlower, BlueWater, BlackWhite．Spring

がデフォルトであり，以下はその例です．

Example of the klope style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

jefka
jefkaでは 4つのパレットが使えます：brown（デフォルト），seagreen, blue,
white．次は brownの例です．

12このスタイルは pdcolor7を定義しています．これはスタイルの中では使われていませんが，同じ絵
画からとられていて，その他の色を補助するのに使えます．例えば，メインの背景に対してテキストを
強調するために使うことができます．
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Example of the jefka style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

pazik
このスタイルでは 2つのパレットが使えます：redと brownです．次は red

パレットの単純な例です．

Example of the pazik style

Hendri Adriaens Christopher Ellison

February 3, 2007

Example slide

left footer right footer – 2 / 2

Here is the binomium formula.

(a + b)n =
n
∑

k=0

(

n

k

)

a
n−k

b
k (1)

We will prove formula (1) on the blackboard.

■ Here

◆ is

■ a

◆ list

■ with

◆ seven

■ items.

8 プレゼンテーション原稿をコンパイルする
8.1 パッケージの依存関係
表2は powerdotが特定の処理を実現するために使っているパッケージのリストで

す．表において，‘required’は少なくともリストされたバージョン以降を使わなけ
れば習いことを意味し，‘tested’は powerdotのテストが当該のバージョンで行われ，
表にあるバージョンより古いあるいは新しいバージョンでも同じようにうまく動く
ことを意味します．よって，エラーを解決するためにはまず ‘required’と書いてあ
るパッケージについてバージョンの問題を解決することに専念してください．パッ
ケージの現在使っているバージョンを調べるには，\listfileをファイルの一行目
に記述してから LATEXで処理し，.logファイルを開き，ファイルのリストを見てく
ださい（詳しくは LATEXのマニュアルを参照）．パッケージをアップデートするとき
には，CTAN[7]で新しいものを見つけられるでしょう．

Package/file Version Date Required/tested
xkeyval [2] 2.5c 2005/07/10 required

pstricks.sty [15, 16] 0.2l 2004/05/12 required
xcolor [10] 1.11 2004/05/09 required

enumitem [4] 1.0 2004/07/19 required
article class 1.4f 2004/02/16 tested

geometry [14] 3.2 2002/07/08 tested
hyperref [13] 6.74m 2003/11/30 tested
graphicx [5] 1.0f 1999/02/16 tested

verbatim 1.5q 2003/08/22 tested

表 2: 依存関係
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8.2 スライドの出力と表示
スライドをコンパイルするためには，LATEX で処理してください．できた DVI

ファイルは MikTEX の DVI 閲覧ソフト YAP13で見れます．残念なことに xdvi お
よび kdvi(kile)はすべての PostScript specialsをサポートしていないので，表示は
不完全になります．使っている DVI閲覧ソフトがこれをサポートしているならば，
DVIのディスプレイ設定がスライドのものと一致していることを確かめてください．
紙の大きさを screenにしている場合，DVIのディスプレイ設定を letter paperを
使うようにしておく必要があります．DVI閲覧ソフトで紙の大きさをカスタマイズ
できる場合，8.25インチ ×11インチを使ってください．

PostScriptや PDFの技術を使って生成されるものは DVI閲覧ソフトではうまく
いかないことがあることに注意してください．具体例としては，postscript layerを
使って内容を隠すこと（例えば\pauseを使って実現できる．4節を参照），目次中の
ハイパーリンクがあげられます．

PSファイルを作りたいときは用紙の方向や大きさに関わるコマンドラインオプ
ションを指定せずに dvipsでDVIファイルを処理してください．powerdotは，dvips
および ps2pdf(ghostscript)が正しい出力をするのを補助する情報を DVIファイル
に書き込みます．これではうまくいかない理由があり，自分で用紙方向とサイズを
指定したい場合は2節で説明した nopsheaderオプションを使わなければなりませ
ん．PSファイルは例えば psnupを使って一ページに複数のスライドを持ったファ
イルを作るのに使えます．
スライドの PDFを作るためには PSファイルを ps2pdfで処理してください．こ

こでも用紙の向きや大きさに関わるコマンドライン引数を入れてはいけません．こ
れが何らかの問題を起こす場合は，やはり nopsheaderオプションを使い，各中間
段階で自分で用紙と向きを指定してください．

9 オリジナルのスタイルを作る
9.1 一般的な情報

powerdotのスタイルを書く，あるいはカスタマイズするのは簡単です．既存のス
タイルの一部を変更したり全く新しいものを書いたりしたい場合，土台にしたいスタ
イルを自分の TEXツリーからとってきて（スタイルはpowerdot<style_name>.sty

という風に名前がついています．），それをコピーし，さらにライセンス14の問題と
名前の重複を避けるためにファイル名の変更を行ってください．ハードウェアのど
こからでも使えるように，自分の TEXツリーにインストールするのがよいでしょう．
詳しくは使っている LATEXディストリビューションを参照してください．
これらが済んだら新しいスタイルの作成に取りかかることができます．この節の

残りは，スタイルファイル（例えば powerdotdefault.sty）を参考にしながら読む
ことを強く勧めます．これは，既存のファイルはこの節の内容のよい具体例となっ
ているからです．
スタイルファイルはいくつかの部分からなります．以下で構成要素を説明します．

IDとパッケージスライドファイルのログのなかでパッケージを特定し，必要
なパッケージを読み込みます．defaultスタイルには次のようになっています：
\NeedsTeXFormat{LaTeX2e}[1995/12/01]

\ProvidesPackage{powerdotdefault}[2005/10/09 v1.2 default style (HA)]

\RequirePackage{pifont}

これらのコマンドについてより詳しくは LATEXのマニュアル，例えば [12]を
見てください．

13DVI の座標系を壊す psttricks-add を使用していない限り．
14LATEXパブリック・プロジェクト・ライセンスはファイルを変更するときに名前を変更することを求

めています．http://www.latexproject.org/lpplを見てください．
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パレットあるいは色定義 この部分はパレットあるいはスタイルの中で使用し
たい色の定義を含みます．powerdotは xcolorを (pstricksを通して)読み込み
ます．よって，色についてさらに知りたい場合は xcolorのドキュメント [10]
を見てください．パレットについては9.2でより詳しく述べます．

テンプレート定義これについては9.3と9.8で述べます．

カスタム定義 スタイルに含めたい任意のコードを含めることができます．例
として，defaultスタイルは itemizeのような箇条書き環境ラベルの定義，箇
条書き全般の初期設定を行っています（これは\pdsetupを使ってなされます．
2.2を見てください．）この部分に含められるカスタマイズは9.9でも述べます．

フォントの初期化フォントの初期化をします（例えば helvetのようなパッケー
ジを読み込む）．

9.2 パレットを定義する
てプレートのきちんとした定義は9.3節で行います．とりあえず，テンプレートは

スライドのデザインを調整するものだと思っておけば十分です．パレットはテンプ
レートつまりデザインを色付けする色の集合です．パレットはテンプレート全体の
デザインを変更することはありません．
次のコマンドを使うとあなたのスタイルのパレットを定義できます．\pddefinepalettes

\pddefinepalettes{〈name1〉}{〈cmds1〉}. . .

このマクロは 2を最小として偶数ならいくつでも必須の引数をとれます．各 〈name〉
に対し，いくつかの 〈commands〉を与えて 〈name〉という名前のパレットを定義しま
す．これらのコマンドは pdcolor1, pdcolor2など名前を持った色を定義すること
ができます．これらの色はテンプレートをデザインするとき（9.3参照）に使用する
ことができます．pdcolor1は常にテキストの色として使われます．
ユーザは\pdsetup コマンドの palette キーを通してパレットを指定できます

（2.2参照）．ユーザがパレットを指定しない場合，ファイルをコンパイルしたとき
に最初に定義されているパレットが使われます．次は 2つのパレットを定義する例
です．
\pddefinepalettes{reds}{

\definecolor{pdcolor1}{rgb}{1,0,0}

\definecolor{pdcolor2}{rgb}{1,.1,0}

\definecolor{pdcolor3}{rgb}{1,.2,0}

}{greens}{

\definecolor{pdcolor1}{rgb}{0,1,0}

\definecolor{pdcolor2}{rgb}{.1,1,0}

\definecolor{pdcolor3}{rgb}{.2,1,0}

}

この例では redsパレットがデフォルトです．\definecolorについて詳しくは xcolor
パッケージのドキュメント [10]を参照してください．
色の名前には pdcolor2, pdcolor3などを使わなくてはならないことに気をつけて

ください．これらの色が定義されている場合は，powerdotは例えばこれをランダム
ドット機能（2.2.2参照）に使います．その柔軟性はテンプレートやパレットを定義
に更なる可能性を与えます．この具体例については klopeスタイルを見てください．

9.3 テンプレートを定義する
テンプレートの定義から始めます．テンプレートとはスライドの構成要素の設定

およびカスタム定義の集まりです．これらはスライドの見た目を決定します．一つ
のスタイルは複数のテンプレートを持つことが可能です．

\pddefinetemplate[〈basis〉]{〈name〉}{〈options〉}{〈commands〉}
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これは 〈name〉という環境を定義します．この環境は 〈basis〉, 〈options〉, 〈commands〉\pddefinetemplate

によって決まる特徴を持ったスライドを出力します．以下でより詳しく説明します．
お互いに少しずつ違ういくつかのテンプレートを定義したい場合は，まず 〈basis〉

テンプレートを定義し，それを使ってほかのテンプレートを定義します．新しい
〈name〉というテンプレートのための 〈options〉と 〈commands〉は 〈basis〉に含まれる
既存の 〈options〉と 〈commands〉に付加されます．
テンプレートに対して適切な名前を付け，また既存のテンプレートや環境を再定義

することは避けるようにしてください．powerdotは blackslide, note, emptyslide
を内部で定義しているので，相応の知識なしにこれらの名前を使ってはいけません．
さらに，各スタイルは少なくとも slideと titleslideを定義する必要があります．
titleslide環境はタイトルスライドを作るのに使われ，（デフォルトでは）slide

は節のスライドを作るのに使われます．タイトルと節は 〈options〉の使い方が独特で
す．これについては9.8で詳述します．

9.4 カスタマイズ用のコマンドの制御
〈options〉（キー）は続く節で説明します．ifsetupを使ってこれらのオプションoption

ifsetup が様々な設定にどのように適用されるかを操作できます．〈options〉 の中の最初の
ifsetup宣言の前に表れるキーはすべての可能な設定に適用されます．ifsetup月
か wレルと，続くキーの宣言は ifsetupキーの中で宣言された設定のみに適用さ
れます．ifsetupキーは複数回使えます．
可能な設定というのは mode, paper, orient, displayといったキーで使用可能な

値で，これらは2.1で説明しました．ifsetup宣言においてこれら 4つのキーのため
の値が一つも（よって特に 2つ以上も！）指定されていない場合，それに続くキー
の宣言はそのタイプのすべてのレイアウトに適用されます．次の例を見てください．
1 ...

2 textpos={.2\slidewidth,.3\slideheight},%

3 ifsetup={portrait,screen},%

4 textpos={.3\slidewidth,.2\slideheight}%

5 ...

6 ifsetup=landscape,%

7 ...

8 ifsetup,

9 ...

最初の textpos宣言お前に ifsetup宣言がないと仮定すると，最初の textposは
すべての設定に適用されます．ただし，縦置き (portrait)の screen形式では次の
textpos宣言が使われます．実際には，次の ifsetupに移る（上ではすべての用紙
と横置き (landscape)のみであることを指定する）までに現れるすべての宣言が縦
置き screenレイアウトで使用されます．次の ifsetup移行のキーは横置きの場合
に，用紙の大きさ (paper)，処理モード (mode)，表示設定 (display)に関わらず適用
されます．設定を特殊化する宣言をした後で，すべての可能な設定に適用するよう
に戻るのは，ifsetupを空に設定することで可能です．それに続く宣言は再びすべ
ての設定に適用されるようになります．
次のコマンドは上で説明した機構を単独で使えるように実装したものです．

\pddefinetemplateコマンドの 〈options〉の外で設定を調整できるようになります．

\pdifsetup{〈desired〉}{〈true〉}{〈false〉}

このマクロはユーザの選んだ設定が 〈deisred〉設定にマッチしたときには 〈true〉を実\pdifsetup

行し，それ以外の場合は 〈false〉を実行します．例えばユーザが横置きを選んだ場合，
\pdifsetup{landscape}{yes}{no}

は yesを出力します．ユーザがもし縦置きを選んでいたら，noが出力されます．
このマクロはユーザからの設定要求をチェックし，例えば特定の設定があなたの

スタイルによってサポートしていない場合にエラーを出すようにするのに使えます．
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powerdotはあなたの作るスタイルファイルの最初の方で使用できるエラーメッセー
ジをあらかじめ定義しています．

\pd@noportrait

このマクロはユーザが縦置きを要求したときにエラーを出します．ハンドアウトモー\pd@noportrait

ドは縦置きのみで使えることに注意してください．このマクロはそのことを考慮し
てハンドアウトモードが要求されているときにはエラーを出しません．

9.5 主要な要素のカスタマイズ
〈options〉はスライドの主要な構成要素を決定します．各要素はいくつかの性質を

持っています．〈options〉で使えるキーは要素のなめの後ろに調整したい性質 [の名
前]をくっつけたものです．
構成要素 title, text, toc, stoc, ntocは性質 hook, pos, width, fontを持ちます．

さらに，要素 textは性質 heightを持ちます．構成要素 lfおよび rfは性質 hook,
pos, temp, fontを持ちます．よって妥当なキーの例は titlefont, tocpos, lftemp
となります．すべての要素と性質を以下で説明します．
\pddefientemplateの 〈options〉から指定できる要素を概観します．

title

スライドのタイトル．option
title

text

スライドのメインのテキストボックス．option
text

toc

節と内容を含むスライドの（完全な）目次option
toc

stoc

節のみを含む目次．次の ntocも参照．option
stoc

ntoc

活性化した節の項目だけを含む目次．stocとともに使うと，分割された目次option
ntoc を作ることができる．一つのテンプレートには，通常 tocがあり，さらに stoc

と ntocのどちらかまたは両方，またはどちらもないことが可能．

lf

左のフッタ．option
lf

rf

右のフッタoption
rf

上で説明した要素はすべて内部で pstricks[16, 15]の\rputを使って実現されている
ことに注意してください．このコマンドに関する詳細は pstricksのドキュメントを
見てください．また，（lfと rfを除いて）すべての要素は minipage環境の中に置
かれることも注意してください．
次に上に並べた要素の性質を列挙し，それらの意味を説明します．要素名と性質

名を組み合わせることでキーの名前が作られることを思い出してください．

hook

このオプションは\rputの hookを定義，これが項目を配置するのに使われまoption
hook す．可能な値は tl, t, tr, r, Br, br, b, bl, Bl, l, B, cです．詳しくは pstricks

のドキュメントを見てください．
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pos

用紙の上での hookの位置を定義します．用紙の左下の隅は{0,0}で与えられ，option
pos 右上の隅は{\slidewidth,\slideheight}で与えられます．つまり，メインの

テキストボックスを左端から 20%，上から 30%に配置したい場合は以下のよ
うにします．
textpos={.2\slidewidth,.7\slideheight}

要素の配置が指定されていない場合は，その要素はスライド上に出力されま
せん．これによって例えば，フッタや目次を持たないスライドをデザインす
ることが可能です．

width

要素の幅．powerdotが配置するすべての要素は minipage環境で囲まれます．option
width widthはその minipageの幅を決めます．例：

textwidth=.7\slidewidth

height

このオプションは要素 textのみで使えます．言い換えればこの性質にはただoption
height 一つのキー textheightのみが存在します．これはメインテキストに使われる

minipageの高さを指定するのに使えます．これはユーザがこの長さに制限さ
れるということではなく，powerdotが自動でスライドを分割するという訳で
もありません．この高さは要素の縦方向の配置，例えば脚注を配置するとき
に使います．初期値は\slideheightです．

font

これはテキストが出力される直前に挿入されます．メインテキストと違うフォoption
font ント，色を指定するのに使えます．\large\bfseriesのようなフォント宣言

も可能ですし，\color{red}や\raggedrightのようなものを含めることもで
きます．

temp

この性質はフッタ（lfと rf）のみで使用でき，フッタのテンプレートを変更option
temp します．つまり例えば，ユーザによって指定された中身のほかにさらにフッ

タに内容を追加できるということです．powerdotによるデフォルトの宣言は
次の通りです．
rftemp=\pd@@rf\ifx\pd@@rf\@empty

\else\ifx\theslide\@empty\else\space\space\fi\fi\theslide

ここで\pd@@rfはユーザが\pdsetupで指定した右のフッタの中身を含んでいま
す．同様に\pd@@lfは左のフッタの中身です．上の宣言はフッタと\theslide

がどちらも空でないかどうかチェックし，その場合には二つを分離するため
に~~を挿入します．

orient

このオプションは toc, stoc, ntocにのみ有効です．この性質は hあるいは voption
orient が可能で，目次の方向を決定します．初期値は vです．目次の構成について

の詳細は9.6を見てください．

9.6 スライドの目次
スライドに含まれる小さな目次は 4つのマクロといくつかのオプションで調整で

きます．

30



これらのマクロは一つの引数をとります．目次を構築するとき，powerdotは，まずそ\pd@tocslide

\pd@tocsection のとき処理されている項目のタイプに応じて\pd@tocslideあるいは\pd@tocsection

を通して項目の内容を渡します．例えば，次のようなことができます．
\def\pd@tocslide#1{$\bullet$\ #1}

\def\pd@tocsection#1{#1}

これは，通常の項目すべての先頭に黒点を付加し，節には何も付けません．デフォ
ルトではこれら二つのマクロはただ引数を渡すだけです．
これら二つのマクロも引数は一つです．\pd@tocslide か\pd@tocsection で項\pd@tocdisplay

\pd@tochighlight 目を処理したら，powerdotは次に，その項目をただ表示すれば良いだけの場合は
\pd@tocdisplayeを通して，強調表示する必要がある場合は\pd@tochighlightを
通して渡します．これらのマクロはもう少し込み入っていて，項目内容を適切なフォ
ントと色にして minipage環境の中に入れます．さらに，\pd@tochighlightは項目
を箱の中に入れます．
目次を縦に並べる場合，デフォルトでは，上のマクロが各目次項目，目次全体をそ

れぞれ minipage環境にいれるということに注意してください．widthが目次全体
の幅を決定し，さらに tocsecindentおよび tocslideindent（後述）とともに各目
次項目の幅を決定します．目次を横に並べる場合，各目次項目がそれぞれ minipage

環境にに入れられ，目次全体は minipageには入れられず，よって（tocsecindent

と tocslideindentと合わせて）widthが決めるのは各項目の幅だけです．
目次を生成する過程のいくつかの部分は\pddefinetemplateで使えるキーを通し

て調節できます．これについては後述します．これらのキーがやりたいことを実現
するのに十分でないならば，クラスファイルの中にある上の二つのマクロを見て自分
の要求に添うようにそれらを自分のスタイルの中で書きかえる必要があるでしょう．

tocfrsep

この長さは minipageが作成する項目を含むボックスと\pd@tochighlightがoption
tocfrsep 作成する枠付きのボックスとの間の距離です．初期値 0.5mm．

tocsecsep

節の前に挿入される距離（それが目次の最初の要素である場合を除く）．初期option
tocsecsep 値 2ex．目次の方向が縦である場合，この長さは縦方向の空白を挿入し，そう

でない場合は横方向の空白を挿入することに注意してください．

tocslidesep

ほかの項目の前に挿入される距離（目次の最初の項目である場合を除く）．初option
tocslidesep 期値 0ex．tocsecsepと同様この長さの出力は目次の向きに依存します．

tocsecindent

節項目の左に入る水平方向の空白．初期値 0ptoption
tocslideindent

tocslideindent

通常のスライド項目の左に入る空白．最初の節の前に表れる項目の左には空option
tocslideindent 白は入らない．初期値 0pt.

tocsecm

節を出力する直前に挿入される．例えば defaultスタイルが下線を使っているoption
tocsecm ように，節に印をつけるのに使える．初期値は空．

toctcolor

目次の中の強調されない要素に使われるテキストの色．初期値は black．option
toctcolor

tochltcolor

目次の中の強調する要素のテキストの色．初期値は white．option
tochltcolor
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tochlcolor

強調された要素の背景の枠の色．初期値は black．option
tochlcolor

9.7 その他のオプション
上の節のカテゴリに当てはまらないオプションがいくつかあります．ここではそ

れらについて説明します．

iacolor

iacolor は非活性色を指定するのに使われます．これを使うのは，例えばoption
iacolor \onslide や\pause（4参照），また\tableofcontents（5.2参照）などです．

powerdotは xcolorを使うので，次のような特別な記法が使えます15．
iacolor=black!20

このキーの初期値は lightgrayです．

次のオプションはデジタル時計（2.1参照）を調節します．時計は動的な内容を持っ
たテキストフィールドで，hyperrefのテキストフィールドを通して JavaScriptで動
いています．時計のためのオプションには例えばタイトル要素と同じものもありま
すが，独特のものもあります．

clockhook clockpos

これらは9.5で説明したhookとposと同様です．clockhookの初期値は troptions

clockhook

clockpos

です．

clockwidth clockheight

時計を含むテキストフィールドの幅と高さを調整します．初期値は hyperrefoptions

clockwidth

clockheight

由来で，それぞれ 3cmと\baselineskipです．

clockcharsize

時計の文字の大きさです．初期値 14pt．option
cockcharsize

clockalign

テキストフィールドの中での時計の配置です．0は左寄せ，1は中央，2は右option
clockalign 寄せです．2が初期値です．

clockcolor

時計のテキストの色を指定します．値は色名で指定します．初期値は blackoption
clockcolor です．

9.8 テンプレートの初期設定値
上で説明したキーの初期値を下にコピーしました．あるテンプレートでこれらの

キーをしていない場合，これらの値が使われます．初期値で要求が満たされるなら
ば，自分のスタイルで再び指定する必要はありません．
titlehook=Bl,titlepos=,titlewidth=\slidewidth,

titlefont=\raggedright,texthook=tl,textpos=,

textwidth=\slidewidth,textfont=\raggedright,

textheight=\slideheight,

tochook=tl,tocpos=,tocwidth=.2\slidewidth,

tocfont=\tiny\raggedright,

stochook=tl,stocpos=,stocwidth=.2\slidewidth,

stocfont=\tiny\raggedright,

15[訳注] これは黒 20%と白 80%を混ぜた色です．
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ntochook=tl,ntocpos=,ntocwidth=.2\slidewidth,

ntocfont=\tiny\raggedright,

tocorient=v,stocorient=v,ntocorient=v,

tocfrsep=.5mm,tocsecsep=2ex,tocslidesep=0ex,

tocsecm=,toctcolor=black,tochlcolor=black,tochltcolor=white,

tocsecindent=0pt,tocslideindent=0pt,

lfhook=Bl,lfpos=,lffont=\scriptsize,lftemp=\pd@@lf,

cfhook=B,cfpos=,cffont=\scriptsize,cftemp=\pd@@cf,

rfhook=Br,rfpos=,rffont=\scriptsize,rftemp=\pd@@rf\ifx\pd@@rf

\@empty\else\ifx\theslide\@empty\else\space\space\fi\fi\theslide,

iacolor=lightgray,

clockhook=tr,clockpos=,clockwidth=3cm,clockheight=\baselineskip,

clockcharsize=14pt,clockalign=2,clockcolor=black

9.9 背景について
これで\pddefinetemplate の引数で説明していないのは一つだけです．それは

〈commands〉です．この引数はオプションを指定した後で，かつタイトル・メインテ
キスト・フッタなどのスライドの内容を構築する前に実行したい任意のコードを含
むことができます．この引数は，例えば pstricksを使って背景を描画する宣言を含
むように作られていますが，テンプレートを構築するのに必要になるほかのコマン
ドを含むこともできます．
重要なのは，これらのコマンドが TEXの素材を作るとは限らないということで

す．これは，そうすることがスライドの構築をだめにしてしまう可能性があるから
です．よって，左下の隅に ‘Hello’と入れたい場合は ‘Hello’とうつのではなく，例
えば\rputを使ってその幅，高さ，深さを 0にしてください．
\rput[bl](0,0){Hello}

9.10 タイトル用のスライド、タイトル、節について
前述の通り，自分でスタイルを書く場合，少なくとも slideと titleslideとい

うテンプレートは定義しなくてはなりません．後者はキーを特別に扱います．さら
に，節スライドも特別扱いを受けます．

(\maketitleで作られる)タイトルスライドは，タイトル，著者名，日付をメインテ
キストのボックスに入れます．つまり，メインテキストのボックスの位置 (textpos)
を与えなくてはいけません．著者名と日付にはメインテキストのフォント (textfont)
が使われますが，スライドのタイトルには titlefontが使われます．こうして，タ
イトルと著者名が整合的なまとまりをなし，長いタイトルが著者名を上書きせずに
下に寄せるようにしてあります．
\pd@slidetitleマクロはスライドタイトルを出力するのに使われます．これは\pd@slidetitle

例えば\pd@tocslideと似ています．このマクロは正しいフォントと形式のスライ
ドタイトルを引数とします．デフォルトでは，このマクロは内容をただ渡すだけで
すが，このマクロを定義して，出力の前にそれに処理を加えることができます．例
えば，fymaスタイルでは minipage二入れてからタイトルに下線を引き，複数行に
わたるタイトルも扱えるようになっています．
これらのマクロは\pd@slidetitleと同様に，それぞれタイトルスライドの中の\pd@title

\pd@sectiontitle タイトルと，節スライドのタイトルを出力します．デフォルトではやはりただ引数
（プレゼンテーションスライドのタイトルあるいは節タイトル）を渡すだけですが，
実際の出力の前に処理を加えるように再定義できます．これは\pdslidetitleと同
様です．
\section コマンドは（デフォルトでは）slide 環境を使用し，節タイトルをoptions

sectemp

widesectemp

titlefont を使ったボックスに入れます．このデフォルトの slide 環境の使用を
変更し，例えば sectionslide環境やほかの専用にデザインされたテンプレートを
使うようにしたい場合は，自分のスタイルの中で節のテンプレートの初期値を次の
ように変更してください．
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\setkeys[pd]{section}{sectemp=sectionslide}

これは，ユーザが\sectionの中で template=slideを要求したとき，sectionslide
が自動で使われるということです．あまり驚かさないように，sectionslideは slide

環境をベースにしたものが良いでしょう．
ユーザが wideslideを要求したときのためにも似たようなオプションが使えま

す．例えば次のようなことが可能です．
\setkeys[pd]{section}{widesectemp=sectionwideslide}

ユーザが wideslideを\sectionに使われるように要求した場合，sectionwideslide
環境が使われます．ユーザによる templateキーへのほかの入力は特に変わりなく
処理されます．
これらのキーは sectionの類いで使えるキーであり，\pddefinetemplateコマン

ドの中では使えないということに注意してください．

9.11 オリジナルスタイルのテスト
powerdotはスタイルの大部分をテストするためのファイルを同梱しています．こ

のテストファイルは powerdot.dtxを LATEXで処理すると生成されます．これによ
り powerdotstyletest.texというファイルができ，スタイルをテストする役に立
つでしょう．powerdotにスタイルを寄与したい場合は，気軽に私たちに連絡してく
ださい．11も参照してください．

10 プレゼンテーションにLYXを使う
LYX[6]はWYSIWYM(What You See Is What You Mean)の，LATEXに基づいた

文書処理ソフトです．標準の LATEXのクラスをサポートしていますが，powerdotの
ような非標準のクラスを使うにはレイアウトファイルと呼ばれる特別なファイルが
必要です．

LYXを使って powerdotでスライドを作り始めるには，LYXのレイアウトファイルの
ディレクトリに powerdot.layoutというファイルをコピーしてください．このファ
イルは LATEXツリーの中に入っています：texmf/doc/latex/powerdot．それが見つ
からない場合は，CTAN:/macros/latex/contrib/powerdotからダウンロードできま
す．それが済んだらLYXを再設定します（Edit⊲ ReconfigureのあとLYXを再起動）．
powerdotがほかのサポートされている暮らすファイルと同じように使えるようにな
るはずです．Layout⊲ Documentと進んで文書クラスで powerdot presentationを
選択してください．詳しくは Helpメニューにある LYXのドキュメントを見てくだ
さい．

10.1 レイアウトファイルの使いかた
LYX用の powerdotレイアウトファイルはいくつかの環境16を定義しており，これ

が LYXで使えます．これらの環境のうちいくつか（例えば Titleと Itemize）は標
準のクラスファイルでも定義されているので，自然に使えます．これらの表 jんの
環境については LYXのドキュメントを見てください．
この節では powerdot独特の環境である Slide, WideSlide, EmptySlide, Noteの使

い方を説明します．これらの環境は powerdotの環境 slide, wideslide, emptyslide,
noteに対応します．
まずは簡単な例です．次の LATEXコード

\begin{slide}{Slide title}

Slide content.

\end{slide}

16LATEX の環境と混乱しないでください．
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は次の LYX環境を使うことで得られます．右段は LYXのウィンドウにタイプされる
テキストを表し，左段はテキストに適用される環境を表します．
Slide Slide title

Standard Slide content.

EndSlide

この例に関するいくつかの注意です．

• （メニューバーの左上にある）環境メニューを使ってテキストに適用される環境を
変更できます．

• スライドタイトルは Slide環境の行に入力しなくてはいけません．
• EndSlideでスライドを終了し，その行は空にしておきます．

LYXのウィンドウで，Slide環境（スライドのタイトル）はマゼンダで表示され，
WideSideは緑，EmptySlideはシアン，Noteは赤が使われるので，容易に判別でき
ます．
別の例を挙げます．

\begin{slide}{First slide title}

The first slide.

\end{slide}

\begin{note}{First note title}

The first note, concerning slide 1.

\end{note}

\begin{slide}{Second slide title}

The second slide.

\end{slide}

これは LYXで次のようにします．
Slide First slide title

Standard The first slide.

Note First note title

Standard The first note, concerning slide 1.

Slide Second slide title

Standard The second slide.

EndSlide

この例は最後のスライドあるいはメモだけの後に EndSlideスタイルを挿入するだ
けでだいたいの場合十分であるということを示します．スライドの一部にしたくな
いものがあるときのみ，前にあるスライドを Endslideを使って手動で終わらせる
必要があります．例：
Slide First slide title

Standard The first slide.

EndSlide

[ERT box with some material]

Slide Second slide title

...

スライドタイトルの前で Insert⊲ Short titleを使うとスライド環境にオプショ
んを渡すことができます．次の例は短いタイトルのための引数（角括弧で囲まれて
いる）の中で処理方法を direct（6.4参照）にし，スライドの中身に（listingsパッ
ケージが定義している）lstlisting環境を使えるようにしています．
Slide [method=direct]Example of LaTeX source code

Standard Here’s the \HelloWorld command:

[ERT box:

\lstset{language=[LaTeX]TeX}

\begin{lstlisting}

\newcommand{\HelloWorld}{Hello World!}

\end{lstlisting}

]

EndSlide

35



LYXウィンドウに\HelloWorldを出力するために verbatim環境を使わなくても良
いことに注意してください．これは，LYXが直接標準の verbatimをサポートしてい
るからです17．つまり，標準の verbatimが必要なときには directや fileといっ
た処理方法を使う必要はありません．しかし，上の例のようにより込み入ったこと
をするときには必要になります．

10.2 各コマンドの LYXでの使いかた
LYX のインターフェイスが ERT box を使わず直接サポートしている (TEX-

mode)18オプション，コマンド，環境を列挙します．
すべてのクラスオプション（2.1参照）は Layout⊲ Document（Layout ウィンド

ウ）によってサポートされています．\pdsetupのオプション（2参照）は Layout⊲

Documentにある Preambleウィンドウで指定されなければなりません．
表3は LYXがサポートしている powerdotコマンドのリストです．表4は上で述べ

Command Method in LYX
\title Title環境を使う．
\author Author環境を使う．
\date Date環境を使う．
\maketitle LYXにより直接処理される．
\section Section 環境を使う．このコマンドのオプション

(5.1参照) は Insert⊲ Short titleを節のタイトルの
前で使うことで指定できます．

\tableofcontents Insert⊲ Lists & TOC⊲ Table of contents を使う.
オプション引数を使いたい場合は ERT box が必要．
後述．

表 3: LYXでサポートされている powerdotのコマンド

た slide, wideslide, note,emptyslide環境以外で LYXがサポートしている power-
dotの環境です．表5は ERT box(Insert⊲ TeX)によってのみ使えるコマンドです．

Environment Method in LYX
itemize Itemizeと ItemizeType1を使う．後者は箇条書きを

type=1で作成する (4.2参照)．
enumerate Enumerateと EnumerateType1環境を使う.
thebibliography Bibliography環境を使う.

表 4: LYXでサポートされている powerdotの環境

\pauseのようによく使われるコマンドを繰り返すにはクリップボードを使えます．
さらに，表6はレイアウトファイルによってサポートされている追加のコマンドと環
境です．

10.3 LYXでコンパイルする
まず，8節をよく読んでください．さらに適切な PostScriptあるいは PDFを得る

ために，好みの用紙とその向きに応じて LYXの文書のプロパティを設定し泣けラ
バなりません．LYXのファイルを開いたら，Layout⊲ Documentに進んでください．
Layoutウィンドウに，nopsheader, orient, paperキーをクラスオプションとして
設定しください（説明は2.1節）．さらに Paperウィンドウに移り，対応する用紙サ

17LYX は特別な文字を対応する LATEX コマンドに変換します．例えば，バックスラッシュ文字は
\textbackslashに変換されます．その結果，フォントが元来の verbatimeと同じではなくなります．こ
れを変えたい場合は Layout⊲ Character で変更してください．

18[訳注]訳者は LYXを使ったことがないのでこの辺の意味が分からず，訳が意味不明かもしれません．
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Command Method in LYX
\and Author環境内．
\pause

\item ERT boxはオプション引数のみに必要で，重ね合わせ
の指定には必須ではない．

\onslide および\onslide+と\onslide*.
\twocolumn

\tableofcontents オプション引数を使うときのみ．

表 5: LYXで ERT boxが必要な powerdotコマンド

Env./Command Method in LYX
quote Quote環境を使う．
quotation Quotation環境を使う．
verse Verse環境を使う．
\caption Caption環境を標準のフロート環境内で使う．

表 6: ほかの LYXのための環境

イズと向きを選択してください（クラスオプションで paper=screenとしたばあい，
letterを選べば良いです）．最後に，Viewメニュー（あるいは File⊲ Export）に
いき，出力形式 (PostScriptあるいは PDF)を選択します．

10.4 レイアウトファイルの拡張
オリジナルのテンプレートを持ったオリジナルのスタイルを作ったら（9参照）レ

イアウトファイルを拡張して19それらのテンプレートが LYXでも使えるようにした
くなるでしょう．以下の説明は sunnyslideというテンプレートを定義したと仮定
しています．
この新しいテンプレートを LYXでサオートするためには，次のようなコマンドを

使わなければなりません．

\pddefinelyxtemplate〈cs〉{〈template〉}

これは制御綴り 〈cs〉を定義し，〈template〉というテンプレートをもったスライドを\pddefinelyxtemplate

作れるようにします（これは\pddefinetemplateで定義されたものです）．この新
しい制御綴りはレイアウトファイルのなかで次のように使用されます
# SunnySlide environment definition

Style SunnySlide

CopyStyle Slide

LatexName lyxend\lyxsunnyslide

Font

Color Yellow

EndFont

Preamble

\pddefinelyxtemplate\lyxsunnyslide{sunnyslide}

EndPreamble

End

LatexNameフィールドを lyxendで始めなくてはいけないことに注意してください．
LYXテンプレートの定義は Preambleと EndPreambleの間に挿入され，これにより
新しい LYX環境がどのプレゼンテーションスライドでも動くようになります．レイ
アウトファイルを変更したら LYXを忘れずに再起動してください．LYX環境を作る
ことについての詳細は Helpメニューの LYXドキュメントを見てください．

19LPPL は混乱を避けるためにファイルを変更したらファイル名を変更するよう要求しています．
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11 質問と回答
11.1 よくある質問
この節ではよくある質問とその回答を示します．よく読んでください．あなたの

問題はここに解決方法が載っているかもしれません．

Q1 powerdotには見本ファイルがありますか？どこにありますか？
A1 powerdot はいくつか見本ファイルがあり，それらは LATEX ツリーの中にあるは
ずです．より正確には：texmf/doc/latex/powerdot です．見つからない場合は
CTAN:/macros/latex/contrib/powerdot[7]からダウンロードしてください．

Q2 最も簡単な例をコンパイルしてもエラーあるいは予期しない出力が出ます！
A2 8は読みましたか？

Q3 スライドのコードで打ち間違いをし，それを処理してエラーがでたので，それを直
してもう一度処理しましたが，エラーが消えません．

A3 .bmおよび.tocファイルを削除してもう一度試してください．

Q4 \pauseが align環境20

A4 alignはトリッキーなことをいくつかしていて，そのせいで\pauseが使えません．
代わりに\onslideを使ってください．4.4を見てください．

Q5 pstricksで描いたノードがすべての重ね合わせで表示されません．あるいは：\onslide
で色が思い通りになりません．

A5 ノードや色などのいくつかの PostScriptによるトリックは\onslideでうまく扱え
ません．\onslide*を代わりに使ってください．例を挙げます．
\documentclass{powerdot}

\usepackage{pstnode}

\begin{document}

\begin{slide}{Color}

\onslide*{2}{\cnode(0,5pt){2pt}{A}}

This is {\onslide*{2}{\color{red}} red} text.

\onslide*{2}{\cnode(0,5pt){2pt}{B}}

\onslide{2}{\ncline{A}{B}}

\end{slide}

\end{document}

Q6 スタイルをちょっと変えたいときにスタイルファイルを編集する必要がありますか？
A6 いいえ，スタイルファイルを編集する必要はありません．一つのスタイルの任意
の部分を変えるには\pddefinetemplateと\pddefinepaletteが使えます．以下は
defaultスタイルから右のフッタを除き，左のフッタを真ん中に移動させ，くわえて
別のパレットを追加する例です．
\documentclass{powerdot}

\pddefinetemplate[slide]{slide}{

lfpos=,rfpos=,cftemp=\theslide

}{}

\pddefinepalettes{mypalette}{

\definecolor{pdcolor1}{rgb}{.27,.31,.44}

\definecolor{pdcolor2}{rgb}{.85,.85,.92}

\definecolor{pdcolor3}{rgb}{.8,.75,.98}

}

\pdsetup{palette=mypalette}

\begin{document}

\begin{slide}{Title}

\end{slide}

\end{document}

20align に似たことをする環境はいくつかあります．たとえば split がその例ですが，それ以外にも
\pause を使ったときに似たような問題を起こすものがあります（たいてい amsmath パッケージの環境
です）．
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これらのコマンドの詳細は9を見てください．

Q7 このプロジェクトに貢献できますか？
A7 もちろんです．バグ21あるいは誤植を見つけた場合，メーリングリストにメッセー
ジを送ってください（11.2参照）．既存のスタイルとはっきりと違うオリジナルのス
タイルを作成し，powerdotに同梱してほしい場合は，個人的な e-mailで知らせて
もらえれば我々はそれを検討します．同梱されたファイルはすべて powerdotのラ
イセンスと著作権下に置かれることに注意しください．ただし，貢献していただい
た場合にはドキュメントであなたの名前が言及されます．これは，メンテナンスが
必要なときにファイルを私たちが適切に変更できるようにするためです．
ここまででまだなにか質問があれば，次節に進めば答えを探すのにはどこを探せば
いいかわかります．

11.2 メーリングリストについて
powerdotは freelists.orgにメーリングリストを持っており，そのウェブサイ

トは

http://www.freeelists.org/list/powerdot

です．ここに ‘List Archive’へのリンクがあります．質問を出す前にここを検索し
てください．あなたのmん題は過去に解決された問題かも知れません．
そうでなけらば，ページにあるテキストボックスに e-mailアドレスを入れ，‘Sub-

scribe’を選んで ‘Go’をクリックしてください．つぎに e-maiで届く指示に従って
ください．しばらくすると，e-mailで送られた認証コードを使ってはじめてログイ
ンできるようになります．ログインしたら，‘Main Menu’ボタンを使って将来のた
めのパスワードを作成します．その他のボタンはいくつかの情報と，あなたのアカ
ウントのオプションのためのものです．
準備が整ったら，次のアドレスに e-mailをおくるとリストに投稿できます．

powerdot[at]freelists[dot]org

このリストに投稿するときは，次のとても重要な事柄を念頭に置いてください．

1. 私たちはボランティアです！
2. powerdotに関わる質問だけにする．
3. 問題を再現する最小の例を常に与える．
4. リストに大きなファイルを送らない．

このサービスが役立つことを望んでいます．

12 ソースコードからドキュメントを作成する
パッケージファイルをソースから作成したい場合，あるいはソースコードの説明

を読みたい場合は，powerdot.dtxをみつけ，ファイルの中の\OnlyDescriptionを
見つけて削除し，以下を実行してください．
latex powerdot.dtx

latex powerdot.dtx

bibtex powerdot

makeindex s gglo.ist o powerdot.gls powerdot.glo

makeindex s gind.ist o powerdot.ind powerdot.idx

latex powerdot.dtx

latex powerdot.dtx

21バグの原因が本当に powerdotであり，あなたが使用しているほかのパッケージによるものでないこ
とを確かめてください．
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日本語訳について
12.1 日本語訳についての情報
この文書は、LATEXのマクロパッケージ、powerdot.clsに付属するドキュメント

（powerdot.pdf）を日本語訳したものです。訳者は、天野俊一と田中健太です。基
本的なセットアップと 1節および 2節の一部の翻訳を田中健太氏から引き継いで残
りの翻訳は天野俊一が行いました．
元のファイルでは更新履歴と索引ががついていますが，日本語訳では省略してい

ます．
この文書は自由に再配布・改変してかまいません。ただし、訳者は、この文書およ

び改変されたものを用いたことで発生したいかなる不都合にも、責任を負いません。

12.2 ご意見・ご感想
誤訳の指摘や、もっとこなれた日本語訳についてのアドバイスをぜひお願いしま

す。ご意見・ご感想は訳者のウェブページ22の掲示板や、メールでどうぞ。(KT)
スピード重視で訳していったので見落としなどあるかと思います．誤訳・コメン

ト・アドバイスがあればメール23で知らせていただければ幸いです．(SA)

12.3 改変履歴
• 2006/2/21ころ 和訳開始 (KT)

• 2007/2/1 天野俊一さまにファイルを譲渡。よろしくお願いします。(KT)

• 2007/2/4 とりあえず ver.1．(SA)

22http://www.geocities.jp/tanaken_1018/
23samano [at] jaist [dot] ac [dot] jp．昔のアドレスですが…
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